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研究目的
 肺機能検査における運動負荷試験は,心肺機能障害の有無及びその程度の綜合的な判定方法と
 して,現在爾検討されうつある。一方,これまで報告されて来た運動負荷法には種々のものがあ
 り,又それらより得られる指標は数多いにもかかわらず,これら指標間の関連乃至特異性の検討
 はなされていない。本研究では各種心肺疾患について,現在比較的多く使用されている運動負荷
 試験上の指標を採り上げ,同時に施行した安静時肺機能検査並にDcoとの比較検討を行った。
 研究対鍮と研究方法
 研究対象は肺気痙,気管支喘息,塵肺症,肺癌,サルコイドーシス,肺線維症,気管支拡張症}
 肺結核,一1則肺全釧術施行例,各種心疾患計120名,それに対照として健康入14名,総計
 134名である。
 運動負荷試験にはTread.milエを用1ハ,0%2皿.P.h及び7%5皿.P,hの負荷を行い,
 換気量及び酸素消費量の測定にはImippingの装置(Type210Respirometer)を
 使用した。この記録より以下の諸指数を算出した。すなわち・a)Ve耽ilatOryequi一
 ▽aユeV七,b)EXerCi8ei蛆eX,C)EX3rCiS6VentilatOryeffiCi-
 encyナd)Reco▽eryinOex,e)エni七ialoxygenU多毛akerate,
 f)Recove「y'oxygenuP七akera七6.他方,155虻Bened・ictRo七h型
 RespirO蝕eterを用い肺活量,時間肺活島最大換気量量酸素消費量を,ヘリウム閉鎖回
 路を用いて残気量,△Heを,FOrstOrのSinglebrea七hme七hodを用いてDco
 の測定を行った。.
硯究成績
 上記運動時諸指数を各疾患別に検討した結果を総括すると,換気量を加味した指数は軽度負荷
 ですでに健康者と有意差を示した。酸素消費量のみを用いた指数は中等慶負荷で異常値を示した。
 すなわち,換気量による指数としてはExerciseindexが最も多くの例に異常値を見出せ
 るが・Ventila七〇ryefficienCyもほぼこれと匹敵する。両者はすでに軽度負荷でほ
 ぼ全疾患に異常な高値を示すが,これに比べVenti■atOryequivalentは正常値を示す
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 疾患が多い。一方,酸素消費量を用いた指標では,軽度負荷で肺気腫及ぴ気荷支喘息のReco-
 veryindexが異常であった以外は,中等度の負荷で一部の疾患に異常を呈する程度であり,
 エni七ialOxyge且膿Pαkerateは中等度負荷でも爾,少数例のみが異常値を示すに
 止る。Recoveryoxygenu堕ta'kerateは7低下するものと上昇するものとが認
 められた。
 次に運動時測定成績と安静時測定成績との対比を,1)肺気腫及び気管支喘息群,2)肺結懐
 及び肺癌の群,5)サルコイドーッスと肺線維症並に塵肺症の群,の5群に分けて,相関係数及
 ぴ偏回帰係数を求めることで検討した。安静時測定値には肺活量,時間肺活量1秒率,残気量,
 全肺容量,最大換気量,残気率,Dco(いずれも%による評価)及び△Heを取り上げた。ま
 ず肺気腫及ぴ気管支喘息群では,安静時測定値と運動時諸指数との闘の相関は小さもこのこと
 は取上げた安静時測定値以外の因子7例えばV邑ntila七ionperfu8ionreユatio-
 nεhipの異常や,Compliance等に支配される可能性を示している。これに対し肺結核及
 び肺癌群では,いずれの運動時指数でも安静時測定値と比較的相関することが多い。特にガス分
 布,残気率及びDcoとの相関が注目された。又,サル∬イドーシスと肺線維症及ぴ塵肺症の群
 で1謁中等度負荷で換気量に関する指標に対してDcoが相関を示した。更に個々の安静時測定
 値の各指数への影響を詳しく検討すべぐ,各安静時測定値に対する偏回帰係数を求めた。5群の
 成績を総括すると,肺気腫及び気管支喘息群の中等度負荷の場合を除いて,肺容量の減少が各指
 数に最も強く影響することを知った。一方,Dco値の減少は必ずしも直接的影響を与えず}中
 等度負荷にあっても尚,肺容量の影響に比べ大きい値では食い。従って肺容量の減少は3拡散面
 積の減少を来たした結果各指麦'∫に影響を与えるのではなくて,症状の進行が他の機転,例えば局
 在性疾患の場合には局所肺機能と血液相との関連に,びまん性肺疾患の場合にはmechaniCal
 な因子の関一与が考慮されなくてはなら左い。又,運動;寺の心肺動態として心機能の低下が7特に
 Oxygenup七a.keを用いた諸指標に影響を及ぼすであろうことは十分考えられる。
総括
 運動負荷試験において日常よく用いられる諸指数〔VentilatOry・equivalen七,
 Exerciseind.ex,Eス:erciseven七i二La七〇ryefficiency,Reco▽ery
 indeX,InitiaユOXy・genUp七akera七e∫ReCO▽eryOXygenゆ七ake
 rate)について,その相互の関連を追及するとと献こ,これらの指数が安静時の肺機能検査
 成績とどのように対応するかについて,各肺疾患別1て検討を行った・一般に換気を用いる指数
 (VentiユatOryeqUiVa■ent,EXerCiSeindeX,EXerC止SeVβntila-
 tOryeffiCienCy・)は,酸素摂取を用いる指数(ReCOVeryindeX,工ni七ial
 oxygenuP-t;akera七3,Recoveryoxygenuptakerate)よりも低い
 運動負荷のレベルで異常を呈した。疾患別の差はあるが,各指数は閉塞性障害,ついで拘束性障
 害との関連が深く,拡散障害の効果は中等度以上の負荷に蔚いて,有意の関係と左ってくること
 を知った。
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 審査結果の要旨
 運動負荷時における肺機能検査は,心肺機能障害の有無及びそ'の程度の綜合的な判定法として,
 臨床的にも非常に重要な検査方法である。これ婆ていろいろな運動負荷法が報告され,また,数多
 い指標が用いられて来たが,これら相互の関連乃至特異性といった点の検討は左されていない。更
 に運動負荷時と安静肺機能検査成績との比較演討も試みられないままてあった。
 著者ω!,120名の各種心肺疾患患者ならひに,14名の健康人に対し,般も自然な運動方法で
 めるTreadmill法を用い・軽度負荷及び中等度負荷を加え各運動時指数の算出を行い・一方・
 安静時肺機能検査もめわせ施行し,比較検討している。
 すなわち,ます換気量を主とした指数,lVeコ'けla七〇ryequlva!enbExeroise
 iildd二=,Exerci8Gve11七ilaも。τyeffichncγ)が7酸素摂取を用いた指数
 (ReGovoryindex,lni七i&10Xygenup七akera七e7Recovery'oxyコ∫』n
 upt献kera庇)よウも低い運動負荷のレベルで異常を演出し得たが,このことは今後の運動
 負荷試!険に際しての指数算出の上1に・大いなる意義を認めるものと考えられる。
 また・{1)肺気腫及ひ気管支喘、轡、・12}肺結核及び肺癌(3)Sarcoiα08is,肺線維症及
 び塵肺症,の5群に分け,安静時測定成績と運動時測定成績との対比を検討した結果で7各指数鶴
 肺結核及び肺癌群てガス分布,残気率ならびにDCoとの相関があり,Sar・oido6is,肺線
 維症及ひ塵肺症の群でDCoとの相関を認める結果を得たことは注目に値する。
 更に重回帰方程式を駆使しi・食射した結果,運動時諸指数に対し,閉塞1響章害及び拘束性障害の影
 響が強く,拡散.障害○変化には,比較的高度の負荷において相関が見出されたことは,安静時測定
 成績と運動時測定成績と乃関連を追求する上で貴重なものと云える。
 両・著者も述べている如く,血液桐との関連は今後の課題として残されたが・本邦にも数少ない
 Kロipoingの装置を充分に駆使して,運動負荷時の肺機能喰査に新たな意義を附加したことは
 特筆1で値する。
 よって以上の論文は学位授与に,充分価すろものと考える。
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